
入学式を挙行
日 本 歯 科 大 学 新 聞

本学のシンボルマーク

２019年度
（１） ２０1９年（令和元年）５月３０日 日 本 歯 科 大 学 新 聞 　　　第６５８号

晴
れ
の
新
入
生
た
ち

２
０
１
９
年
度
（
平
成
31
）
の
日
本
歯
科
大
学
の
入
学
式
は
、

４
月
初
旬
、
生
命
歯
学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
で
挙
行
さ
れ

た
。
あ
わ
せ
て
大
学
院
の
両
研
究
科
、
東
京
短
大
、
新
潟
短

大
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。

新入生に訓辞を述べる中原学長（新潟）

点呼に応え起立する新入生たち（東京）

生
命
歯
学
部

　
生
命
歯
学
部
の
部
は
、
４

月
５
日
に
生
命
歯
学
部
富
士

見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
た
。

　

定
刻
午
後
１
時
30
分
、
高

橋
孝
幸
事
務
部
長
よ
り
開
式

が
宣
せ
ら
れ
、
学
年
主
任
の

今
井
敏
夫
教
授
に
よ
る
生
命

歯
学
部
入
学
生
、
編
入
学
生

の
点
呼
、
な
ら
び
に
研
究
科

委
員
の
添
野
雄
一
教
授
に
よ

る
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

入
学
生
の
点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　

中
原
泉
学
長
と
八
重
垣
健

研
究
科
長
が
訓
辞
を
述
べ
た

（
要
旨
２
面
）。
生
命
歯
学

部
入
学
生
を
代
表
し
て
、
岡

本
万
里
さ
ん
、
大
学
院
入
学

生
を
代
表
し
て
中
山
竣
太
郎

君
が
宣
誓
。
つ
い
で
列
席
の

法
人
役
員
、
役
職
者
、
担
当

教
授
が
紹
介
さ
れ
、
午
後
２

時
20
分
に
閉
式
し
た
。

　　　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部

新
潟
生
命
歯
学
部

は
、
４
月
３
日
に
新
潟
生
命

歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

　

定
刻
午
後
１
時
30
分
、
若

槻
紀
寿
事
務
部
長
よ
り
開
式

が
宣
せ
ら
れ
、
学
年
主
任
の

廣
安
一
彦
教
授
に
よ
る
新
潟

生
命
歯
学
部
入
学
生
、
編
入

学
生
の
点
呼
、
な
ら
び
に
研

究
科
長
の
新
海
航
一
教
授
に

よ
る
大
学
院
新
潟
生
命
歯
学

研
究
科
入
学
生
の
点
呼
が
行

わ
れ
た
。

　

中
原
学
長
と
新
海
研
究
科

長
が
訓
辞
を
述
べ
た
（
要
旨

２
面
）。
新
潟
生
命
歯
学
部

入
学
生
を
代
表
し
て
古
川
喜

大
君
、
大
学
院
入
学
生
の
宮

野
侑
子
さ
ん
が
宣
誓
。
つ
い

で
列
席
の
法
人
役
員
、
役
職

者
、
担
当
教
授
が
紹
介
さ

れ
、
午
後
２
時
20
分
に
閉
式

し
た
。

　

東
京
短
期
大
学
の
入
学
式

は
、
４
月
５
日
午
前
10
時
30

分
か
ら
生
命
歯
学
部
富
士
見

ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
さ
れ

た
。
短
大
事
務
室
の
今
井
久

枝
主
事
補
が
開
式
を
宣
し
、

歯
科
技
工
学
科
と
歯
科
衛
生

学
科
の
入
学
生
、
専
攻
科
入

東
京
短
期
大
学

学
生
の
点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　

奈
良
陽
一
郎
学
長
が
訓
辞

を
述
べ
（
要
旨
３
面
）、
つ

い
で
来
賓
祝
辞
で
沼
部
幸
博

生
命
歯
学
部
長
は
「
み
な
さ

ん
は
幼
い
こ
ろ
に
、
ご
両
親

か
ら
食
べ
た
ら
歯
を
磨
き
な

さ
い
、
甘
い
も
の
を
食
べ
過

ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
な
ど
と

言
わ
れ
て
き
た
と
思
う
。
ま

た
学
校
の
保
健
体
育
で
、
む

し
歯
は
ど
う
し
て
で
き
る
の

か
、
歯
周
病
は
ど
う
し
て
進

行
す
る
の
だ
ろ
う
、
原
因
は

何
か
と
い
う
授
業
を
受
け
た

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ど
う

し
て
そ
う
い
う
病
気
に
な
る

の
か
、
ど
う
や
っ
て
治
す
の

か
と
い
う
疑
問
を
も
つ
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
と
て
も
大
事

な
こ
と
に
な
る
。
み
な
さ
ん

が
接
す
る
患
者
さ
ん
の
苦
し

み
、
不
自
由
さ
を
救
っ
て
あ

げ
る
た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ

な
疑
問
に
対
し
て
正
し
く
答

え
ら
れ
る
知
識
や
技
能
を
学

ぶ
こ
と
に
な
る
。
大
学
は
勉

学
、
知
識
探
求
、
技
術
や
技

能
習
得
の
場
で
あ
り
、
さ
ら

に
大
事
な
の
は
、
歯
科
医
療

の
担
い
手
と
し
て
の
心
構
え

と
態
度
を
学
ぶ
場
で
も
あ

る
。
先
生
や
職
員
の
方
々
は

み
な
さ
ん
に
多
く
の
知
識
、

技
能
を
最
高
の
学
習
環
境
で

提
供
す
る
。
そ
れ
を
十
分
に

活
用
し
な
が
ら
新
し
い
仲
間

や
先
輩
た
ち
と
と
も
に
充
実

し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

つ
づ
い
て
、
三
代
冬
彦

附
属
病
院
長
は
「
私
は

36

年
前
に
歯
学
部
を
卒
業
し

た
。
３
月
に
卒
業
し
て
そ
の

年
の
６
月
に
第
一
回
の
同
期

会
を
開
き
、
そ
の
あ
と
ほ
ぼ

３
年
ご
と
に
開
い
て
い
る
。

今
年
は
４
月
１
日
を
以
て
ク

ラ
ス
全
員
が
還
暦
を
迎
え
た

の
で
、
そ
の
祝
い
を
４
月
20

日
に
開
催
す
る
。
毎
回
ク
ラ

ス
の
半
分
以
上
が
必
ず
参
加

し
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
阪
神

淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震

災
の
と
き
、
同
級
生
か
ら
震

災
に
遭
っ
た
誰
々
君
、
誰
々

さ
ん
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
、
多
額
の
義
援
金
が
集

ま
っ
た
。
そ
の
は
じ
ま
り
は

42
年
前
の
入
学
式
で
、
駅
前

の
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
ま

わ
り
の
誰
も
が
初
め
て
会
う

人
ば
か
り
だ
っ
た
。
み
な
さ

ん
も
今
日
初
め
て
会
う
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
と
思
う
。
同
級

生
と
し
て
の
絆
を
深
め
、
ま

ず
は
一
人
も
欠
け
る
こ
と
な

く
卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と
、

直
近
で
は
来
年
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
臨
床
実
習
に
臨
ん
で

ほ
し
い
、
病
院
で
お
待
ち
し

て
い
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。 　

お
わ
り
に
新
入
生
を
代
表

し
て
歯
科
技
工
学
科
の
齋
藤

瑞
結
香
さ
ん
が
宣
誓
。
列
席

の
来
賓
、
役
職
者
、
担
当
教

員
が
紹
介
さ
れ
、
午
前
11
時

10
分
に
閉
式
し
た
。

　　　
新
潟
短
期
大
学
の
入
学
式

は
、
４
月
３
日
午
前
10
時
30

分
か
ら
新
潟
生
命
歯
学
部
講

堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
須
貝
将

紀
短
大
事
務
部
長
が
開
式
を

宣
し
、
歯
科
衛
生
学
科
入
学

生
と
専
攻
科
入
学
生
の
点
呼

が
行
わ
れ
た
。

新
潟
短
期
大
学

　

五
十
嵐
文
雄
学
長
が
訓
辞

を
述
べ
（
要
旨
３
面
）、
来

賓
祝
辞
で
藤
井
一
維
新
潟
生

命
歯
学
部
長
は
、「
こ
の
春

に
『
笑
顔
の
向
こ
う
に
』
と

い
う
映
画
が
封
切
に
な
っ

た
。
映
画
は
歯
科
衛
生
士
と

歯
科
技
工
士
が
主
人
公
だ
。

日
本
歯
科
医
師
会
の
意
図

は
、
衛
生
士
と
技
工
士
の
仕

事
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
歯
科
衛

生
士
に
な
り
た
い
と
思
う
高

校
生
が
少
な
い
現
実
の
中

で
、
あ
な
た
た
ち
が
こ
の
短

大
を
選
ん
で
、
衛
生
士
の
道

を
進
も
う
と
思
っ
た
の
は
、

ベ
ス
ト
チ
ョ
イ
ス
で
あ
る
。

世
の
中
が
考
え
て
い
る
以
上

に
衛
生
士
は
足
り
な
い
。
し

か
し
学
ぶ
べ
き
内
容
は
短
期

大
学
と
し
て
は
か
な
り
多

く
、
相
当
厳
し
い
３
年
間
だ

と
思
う
。
学
部
の
学
生
に
は

″
理
不
尽
と
忍
耐
　

″

と
い
う

こ
と
ば
が
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
社
会
、
特
に
医
療
現
場

で
は
理
不
尽
な
こ
と
が
一
杯

あ
り
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ

る
精
神
力
を
も
て
ば
、
世

の
中
に
出
て
も
、
い
わ
ゆ
る

″
返
品
さ
れ
な
い″

卒
業
生

に
な
る
。
ま
た
自
分
た
ち
が

学
ん
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
国
家

試
験
を
受
け
ら
れ
る
、
と
い

う
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
。
み
な
さ
ん
の
先
は
明

る
い
が
、
そ
こ
辿
り
つ
く
た

め
に
は
相
当
の
努
力
が
必
要

だ
。
専
攻
科
の
み
な
さ
ん
は

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い

く
が
、
こ
れ
か
ら
は
専
門
性

を
も
っ
た
歯
科
衛
生
士
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
る
」
と

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

お
わ
り
に
新
入
生
を
代
表

し
て
佐
野
ゆ
う
か
さ
ん
が
宣

誓
。
列
席
の
来
賓
、
役
職
者
、

担
当
教
員
が
紹
介
さ
れ
、
午

前
11
時
10
分
に
閉
式
し
た
。

訂
正
・
本
紙
第
６
５
７
号（
４

月

30
日
号
）
１
面
掲
載
の
統

一
地
方
選
挙
で
、
千
葉
市
議

会
議
員
に
当
選
さ
れ
た
鷲
見

隆
仁
先
生
は
94
回
卒
業
な
の

で
、
見
出
し
を
訂
正
し
ま
す
。

中原学長の訓辞に聞き入る新入生たち（東京）

学年主任により入学生点呼が行われた（新潟）

大
島
教
授
（
東
京
短
大
）

全
国
歯
科
技
工
士
教
育
協
議
会
会
長

　

東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
長
の
大
島
克
郎
教
授（
第

88
回
卒
）は
、５
月
18
日
全
国

歯
科
技
工
士
教
育
協
議
会
総

会
に
お
い
て
会
長
に
選
出
さ

れ
就
任
し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

全
国
歯
科
技
工
士
教
育
協

議
会
は
１
９
７
１
年
に
創
立

さ
れ
、
日
本
全
国
の
歯
科
技

工
士
養
成
機
関
の
す
べ
て
50

校
が
加
盟
し
て
い
る
。
歯
科

技
工
士
を
め
ざ
す
学
生
の
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

教
員
の
資
質
向
上
や
教
育
資

材
の
開
発
を
目
的
と
し
て
い

る
。
初
代
会
長
は
、
故
多
和

田
泰
一
本
学
名
誉
教
授
（
第

19
回
卒
）
が
務
め
た
。

●
…
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
で
は

５
月
19
日
に
第
１
回
、
同
23

日
に
第
２
回
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
講
習
会
を
生
命
歯
学
部

で
開
催
し
た
。
講
習
会
に
は

歯
の
細
胞
バ
ン
ク
認
定
医
の

歯
科
医
院
に
所
属
す
る
歯
科

衛
生
士
29
名
の
ほ
か
、
認
定

医
の
受
講
も
み
ら
れ
た
…
●

認定医

コーディネーター

認定医

コーディネーター

歯の細胞バンク講習会

会場：日本歯科大学生命歯学部

費用：無料（いずれか１回受講してください）

第１期　コーディネーター講習会
　第１回　2019年　５月19日（日）

　第２回　　　　　５月23日（木）

　第３回　　　　　12月８日（日）

　第４回　　　　　12月19日（木）

◇対象：歯科衛生士、歯科技工士

◇時間：(日）13：00～15：00

	 （木）18：00～20：00

第３期　認定医講習会
　第13回　2019年　７月28日（日）

　第14回　　　　　11月24日（日）

◇対象：歯科医師、医師

◇時間：13：00～15：00

お申込はこちら

お申込はこちら

終了

終了



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０1９年（令和元年）５月３０日 （２）第６５８号

◆
諸
君
の
目
的
と
目
標
◆

　
先
月
末
に
新
入
生
諸
君
と

入
れ
替
わ
り
に
本
学
を
卒
業

し
た
先
輩
諸
君
は
、
日
本
歯

科
大
学
の
第
１
０
８
回
卒
業

生
に
あ
た
る
。
本
学
で
は
卒

業
以
来
、
通
し
番
号
で
卒
業

回
数
を
数
え
て
い
る
の
で
、

諸
君
は
６
年
の
後
に
は
、
日

本
歯
科
大
学
第
１
１
４
回
卒

業
生
と
し
て
卒
業
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
と
き
に
は
諸
君
は
、

い
わ
ゆ
る
学
士
（
歯
学
）
＝

歯
学
士
の
学
位
を
取
得
す
る
。

歯
学
士
と
い
う
の
は
歯
学
部

卒
業
者
で
あ
っ
て
、
歯
科
医

師
国
家
試
験
を
受
験
す
る
資

格
を
有
す
る
者
、
す
な
わ
ち

国
家
試
験
受
験
者
と
い
う
立

場
で
あ
る
。
歯
学
士
で
な
け

れ
ば
歯
科
医
師
国
家
試
験
を

受
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ま
り
歯
科
大
学
は
歯
科
医

師
を
養
成
す
る
こ
と
に
特
化

し
た
大
学
で
、
本
学
に
入
学

し
た
時
点
で
、
諸
君
の
目
的

と
目
標
は
定
ま
っ
て
い
る
。

諸
君
の
前
に
は
歯
科
医
師
に

な
る
以
外
の
選
択
肢
は
な
い
。

　
さ
て
、
あ
く
ま
で
一
般
論

だ
が
、
最
近
の
若
者
の
傾
向

と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
色

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑴
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る

⑵
兄
弟
・
姉
妹
が
少
な
い

⑶
人
と
競
争
を
し
な
い

⑷
決
し
て
無
理
を
し
な
い

⑸�

適
当
な
と
こ
ろ
で
妥
協
す

る
⑹
今
が
良
け
れ
ば
良
い

⑺�

外
国
に
あ
ま
り
関
心
が
な

い
⑻�

自
分
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

だ
⑼
何
事
に
も
好
奇
心
が
薄
い

⑽�

将
来
の
こ
と
を
心
配
し
な

い
⑾�

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦
手
で
あ
る

⑿�

ス
マ
ホ
が
一
番
の
親
友
で

あ
る

　
ご
父
母
の
み
な
さ
ん
、
如

何
だ
ろ
う
か
、
心
あ
た
り
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
誠

実
・
勤
勉
・
努
力
を
規
範
と

し
て
育
っ
た
古
い
世
代
な
の

で
、
現
代
の
若
者
と
は
世
代

間
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
る
。

中
原 

泉 

学
長 

入
学
式
訓
辞

◆
新
し
い
ハ
ー
ド
ル
◆

　
新
入
生
諸
君
は
日
本
歯
科

大
学
が
第
一
志
望
だ
っ
た

か
？
４
、
５
年
前
の
本
学
学

生
会
の
新
入
生
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
本
学
が
第
一
志
望

だ
っ
た
人
は
約
６
割
だ
っ
た
。

こ
れ
が
多
い
の
か
少
な
い
の

か
は
私
も
判
断
が
つ
か
な
い

が
、
私
は
諸
君
の
志
望
度
に

つ
い
て
は
関
心
は
な
い
。
こ

の
数
年
間
諸
君
に
と
っ
て
最

も
大
切
だ
っ
た
の
は
偏
差
値

だ
っ
た
ろ
う
。

　
こ
の
偏
差
値
は
、
高
校
時

代
と
い
う
一
時
期
の
学
識
レ

ベ
ル
を
数
値
化
し
た
評
価
で

あ
り
、人
生
に
お
け
る
通
過
点

の
一
つ
に
し
か
過
ぎ
な
い
。諸

君
の
志
望
度
や
偏
差
値
が
高

か
ろ
う
と
低
か
ろ
う
と
関
係

な
く
、
本
学
に
は
新
し
い
ハ
ー

ド
ル
と
評
価
が
待
っ
て
い
る
。

も
は
や
志
望
度
や
偏
差
値
は

チ
ャ
ラ
に
な
る
の
で
、
こ
こ

で
自
ら
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
み

な
一
線
で
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。

　
文
部
科
学
省
に
「
歯
学
教

育
の
改
善
・
充
実
に
関
す
る

調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
と

い
う
の
が
あ
り
、
平
成
21
年

に
第
一
次
報
告
書
『
確
か
な

臨
床
能
力
を
備
え
た
歯
科
医

師
養
成
方
策
』
を
出
し
た
。

私
も
そ
の
会
議
の
委
員
だ
っ

た
が
、
こ
こ
で
初
め
て
歯
科

医
師
の
資
質
に
つ
い
て
明
記

し
た
。
そ
の
資
質
を
報
告
書

で
は
七
つ
あ
げ
て
い
る
。

　
①
基
本
的
な
学
力
、
②
主

体
的
に
学
ぶ
力
、
③
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
④
誠

実
さ
、
⑤
責
任
感
、
⑥
倫
理

観
、
⑦
人
の
痛
み
を
理
解
す

る
心
、
の
七
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
最
初
の
基
本
的

な
学
力
と
主
体
的
に
学
ぶ
力

は
知
識
能
力
の
資
質
で
、
入

学
試
験
や
入
学
後
の
勉
学
を

通
し
て
後
天
的
に
獲
得
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

責
任
感
、
倫
理
感
、
こ
れ
は

徳
義
心
と
言
い
、
道
徳
上
の

義
務
だ
が
、
専
門
職
と
し
て

社
会
的
な
使
命
感
を
通
し
て

後
天
的
に
獲
得
し
て
い
く
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
最
後
の
誠
実
さ
と
人
の
痛

み
を
理
解
す
る
心
は
、
恐
ら

く
生
れ
つ
い
て
の
資
質
だ
ろ

う
。
人
の
生
命
体
に
医
学
的

な
行
為
を
行
う
職
業
人
に
な

る
者
に
は
必
要
不
可
欠
、
必

須
の
も
の
だ
と
思
う
。

　
諸
君
は
こ
の
七
つ
の
資
質

を
聞
い
て
、
ど
う
自
分
の
胸

に
問
い
か
け
た
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
資
質
な
ど
な
く
て

も
歯
学
部
に
入
学
し
た
の
な

ら
、あ
と
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

に
乗
っ
た
よ
う
に
歯
科
医
師

の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
辿
り
つ
く

と
、
タ
カ
を
く
く
っ
て
い
た

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
け
れ
ど
も
歯
科
医
師
国
家

試
験
は
難
し
い
試
験
で
あ
る
。

私
は
司
法
試
験
よ
り
大
変
だ

と
思
っ
て
い
る
。
１
年
生
の

授
業
か
ら
国
家
試
験
の
問
題

が
出
る
。
１
年
生
の
授
業

全
部
で
は
な
い
が
、
１
年
生

に
あ
る
幾
つ
か
の
講
義
の
中

か
ら
６
年
後
の
国
家
試
験

に
問
題
が
出
る
。
２
年
生
の

授
業
、
３
年
、
４
年
と
専
門

に
な
れ
ば
当
然
出
て
く
る
の

で
、
６
年
間
に
わ
た
っ
て
諸

君
は
国
家
試
験
の
勉
強
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家

試
験
は
受
験
者
自
身
の
諸
君

が
受
け
る
最
終
の
最
も
高
い

ハ
ー
ド
ル
な
の
で
、
国
家
試

験
に
受
か
る
か
受
か
ら
な
い

か
は
、
結
局
６
年
間
の
諸
君

の
勉
学
の
如
何
に
か
か
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
は
、
諸
君

自
身
の
自
己
責
任
に
帰
す
る

こ
と
で
あ
る
。

◆
日
々
コ
ツ
コ
ツ
と
◆

　
私
は
時
折
、
先
生
の
人
生

訓
は
な
ん
で
す
か
と
尋
ね
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
私
は

「
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」

で
、
そ
れ
を
自
分
の
戒
め
と

し
て
き
た
。
し
か
し
近
年
も
っ

と
分
か
り
や
す
く
言
っ
た
方

が
い
い
か
と
考
え
、
最
近
は

「
日
々
、
コ
ツ
コ
ツ
」
と
言

い
か
え
て
い
る
。

　
何
故
か
と
言
う
と
、
50

歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
人
生

コ
ツ
コ
ツ
や
る
奴
に
は
か
な

わ
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
「
日
々
コ
ツ

コ
ツ
」
も
諸
君
に
と
っ
て
は

ナ
ァ
ー
ン
ダ
と
い
う
印
象
が

あ
る
だ
ろ
う
。
20
歳
前
後
の

諸
君
に
こ
ん
な
辛
気
く
さ
い
、

面
倒
く
さ
い
人
生
訓
な
ん

て
、
と
思
う
が
、
私
は
諸
君

よ
り
少
な
く
と
も
半
世
紀
は

長
く
生
き
て
い
る
の
で
、
人

生
の
こ
と
は
大
抵
は
体
験
し

て
い
る
。
年
寄
り
の
言
う
こ

と
は
聞
い
て
お
く
も
の
で
、

諸
君
も
こ
れ
か
ら
人
生
に
お

い
て
必
ず
そ
の
年
寄
り
と
同

じ
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
る

か
ら
だ
。
毎
日
真
面
目
に
努

力
す
る
こ
と
が
、
最
も
大
切

な
生
き
方
で
あ
る
と
私
は
信

じ
て
い
る
。
諸
君
、
人
生
は

日
々
コ
ツ
コ
ツ
で
あ
る
。

（
４
月
３
日
・
５
日
）

中原�泉学長：誠実さ、そして人の痛みを理解する心
は人の生命体に医学的行為を行う職業人になる
者には必要不可欠、必須のものである…

「日本歯科大学に入学し、歯科医師となる大きな夢への第
一歩を踏み出した。正確な知識と技術を習得して、歯科
医師としてふさわしい豊かな人間性を身につけたい」と
宣誓する新入生代表（上・東京、下・新潟）

大
学
院
研
究
科
長
訓
辞

生
命
歯
学
研
究
科
長

�

八
重
垣
　
健

　

本
学
大
学
院
生
命
歯
学
研

究
科
の
レ
ベ
ル
は
、
旧
帝
国

大
学
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
な

い
こ
と
を
み
な
さ
ん
は
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
そ
の
基
準
は

英
語
で
書
い
た
博
士
論
文
の

数
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
ン
パ

ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
（
Ｉ
Ｆ
）

と
い
う
国
際
評
価
の
つ
い
た

学
術
誌
へ
の
論
文
発
表
だ
。

こ
の
よ
う
な
学
術
誌
で
は
非

常
に
厳
し
い
論
文
審
査
が
あ

り
、
合
格
率
１
～
２
％
と
い

う
難
し
い
学
術
誌
も
あ
る
。

３
月
の
大
学
院
修
了
式
で
Ｉ

Ｆ
付
き
の
学
術
誌
に
博
士
論

文
を
発
表
し
た
の
は
修
了
生

全
員
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
本

学
は
全
国
大
学
院
の
ト
ッ
プ

に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
博

士
論
文
の
一
部
は
１
階
ロ

ビ
ー
に
掲
示
し
て
い
る
。

　

３
月
の
修
了
式
で
も
話
し

た
が
、
Ｉ
Ｆ
の
付
い
た
学
術

誌
に
公
表
し
た
学
位
論
文
を

本
学
で
は
改
め
て
学
位
審
査

す
る
。
数
年
前
ま
で
は
発
表

論
文
は
訂
正
も
な
く
博
士
合

格
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

２
、
３
年
は
違
う
。
大
幅
な

書
き
直
し
が
増
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
事
件
で
明
ら

か
に
な
っ
た
よ
う
に
学
術
誌

の
質
の
低
下
も
理
由
の
一
つ

だ
。
し
か
し
逆
に
Ｉ
Ｆ
付
き

学
術
誌
よ
り
本
学
の
学
問
研

究
レ
ベ
ル
が
高
く
な
っ
た
と

い
え
る
。

　

先
ほ
ど
学
長
の
訓
辞
に

あ
っ
た
よ
う
に
、
新
入
生
諸

君
は
受
験
す
る
に
あ
た
り
、

偏
差
値
や
国
家
試
験
合
格
率

な
ど
で
本
学
を
推
し
量
っ
た

だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は
本
学

の
博
士
論
文
も
加
え
て
評
価

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
世
界

で
偏
差
値
な
ど
で
大
学
の
評

価
を
す
る
の
は
、
日
本
、
中

国
、
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
だ

け
で
あ
る
。

　

個
人
的
な
話
で
申
し
訳
な

い
の
が
、
私
が
大
学
世
界
ラ

ン
ク
35
位
の
大
学
で
教
授
を

し
て
い
た
時
代
が
あ
る
。
世

界
ラ
ン
ク
大
学
で
の
評
価
や

価
値
観
は
主
に
研
究
能
力
で

評
価
さ
れ
る
。
私
が
こ
こ
で

申
し
上
げ
て
い
る
博
士
論
文

の
こ
と
だ
。
大
学
院
新
入
生

の
み
な
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い

大
学
院
に
入
学
し
た
。
自
覚

し
て
ほ
し
い
。
４
年
間
苦
し

み
、
涙
を
流
し
な
が
ら
、
世

界
に
誇
る
博
士
論
文
を
書
い

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

入
学
し
て
ま
ず
や
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
一
番
は

英
語
論
文
を
自
由
に
読
み
こ

な
す
こ
と
で
、
日
本
人
が
一

番
苦
手
と
し
て
い
る
。
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
の
発
展
途
上

国
の
学
生
は
全
て
英
語
の
教

科
書
で
勉
強
し
て
い
る
。
み

な
さ
ん
、
本
当
の
研
究
と
学

問
を
や
り
ま
し
ょ
う
、
必
ず

で
き
ま
す
。�

（
４
月
５
日
）

新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
長

�

新
海
　
航
一

　
諸
君
は
学
部
学
生
の
と

き
、
心
底
興
味
を
も
っ
て
学

習
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
進
級

の
た
め
、
卒
業
す
る
た
め
、

国
家
試
験
合
格
の
た
め
、
大

半
の
学
生
は
強
い
て
勉
め

た
、
す
な
わ
ち
「
勉
強
」
だ
っ

た
と
思
う
。
し
か
し
大
学
院

に
お
い
て
諸
君
が
行
う
研
究

は
そ
の
よ
う
な
類
で
は
な
い
。

　

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野

を
選
択
し
た
わ
け
だ
か
ら
、

そ
の
分
野
の
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
興
味
津
々
だ
と
思
う
。

ま
ず
興
味
と
疑
問
を
も
つ
こ

と
、
そ
れ
が
研
究
の
第
一
歩

で
あ
る
。
ま
ず
和
文
献
を
読

ん
で
み
よ
う
。
論
文
で
は
専

門
用
語
が
次
々
と
あ
ら
わ

れ
、
初
め
は
理
解
す
る
の
に

時
間
が
か
か
る
が
、
興
味
が

あ
る
か
ら
こ
そ
飽
き
る
こ
と

な
く
、
知
識
が
膨
ら
ん
で
い

く
と
思
う
。
そ
の
う
ち
に
最

新
の
情
報
を
知
り
た
い
気
持

ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
ら
国
際
誌
に
目
を
向
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
未
だ
解
明
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
こ
れ
か
ら
開

発
す
べ
き
こ
と
、
研
究
の

テ
ー
マ
に
繋
が
る
こ
と
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
。
研
究
テ
ー

マ
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
研

究
目
的
を
明
確
に
し
た
上
で

実
験
計
画
を
立
て
る
。
そ
し

て
研
究
結
果
を
ま
と
め
る
と

成
果
を
公
表
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
博
士
号
の
取
得
は

最
終
的
に
論
文
の
公
表
、
す

な
わ
ち
学
術
誌
へ
の
掲
載
で

完
結
さ
れ
る
。
大
学
院
新
潟

歯
学
研
究
科
は
国
際
誌
で
イ

ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
（
Ｉ

Ｆ
）
が
付
い
て
い
る
学
術
誌

へ
の
掲
載
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

一
般
的
に
国
際
誌
で
は
３

段
階
の
査
読
ス
テ
ッ
プ
が
あ

る
。
ま
ず
編
集
長
が
投
稿
論

文
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
査
読

す
る
に
値
い
す
る
と
判
定
し

た
場
合
は
専
門
分
野
の
編
集

委
員
に
査
読
を
依
頼
す
る
。

編
集
委
員
は
論
文
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
専
門
的
な
観

点
か
ら
査
読
に
値
い
す
る
と

判
定
し
た
場
合
に
は
、
２
名

以
上
の
査
読
者
に
査
読
を
依

頼
す
る
。
多
く
の
場
合
、
査

読
者
に
よ
っ
て
不
備
な
点
が

指
摘
さ
れ
、
修
正
が
求
め
ら

れ
る
。
修
正
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
査
読
者
、

編
集
委
員
お
よ
び
編
集
委
員

長
に
認
め
ら
れ
る
と
よ
う
や

く
掲
載
許
可
が
得
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
段
階
の
壁

を
突
破
し
な
い
と
国
際
誌
に

は
掲
載
さ
れ
な
い
。
Ｉ
Ｆ
の

高
い
国
際
誌
ほ
ど
壁
は
高
く

な
る
。
高
い
壁
を
早
く
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

早
期
修
了
者
と
し
て
３
年
次

に
博
士
号
を
取
得
す
る
こ
と

も
可
能
だ
。
諸
君
の
健
闘
を

期
待
す
る
。�

（
４
月
３
日
）



日 本 歯 科 大 学 新 聞（３） ２０1９年（令和元年）５月３０日 日 本 歯 科 大 学 新 聞 　　　第６５８号

東
京
短
期
大
学
学
長

�
奈
良
陽
一
郎

　
私
が
日
本
歯
科
大
学
歯
学

部
を
卒
業
し
て
約
40
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
自
分

の
登
院
生
の
こ
ろ
は
元
気
に

通
院
す
る
健
常
な
患
者
さ
ん

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
お
口

を
開
け
て
い
た
だ
く
と
探
さ

な
く
て
も
齲
蝕
が
目
に
飛
び

込
ん
で
き
た
。

　

ま
た
治
療
す
る
前
に
、
プ

レ
ー
ト
状
に
付
着
し
た
歯
石

新
潟
短
期
大
学
学
長

�

五
十
嵐
文
雄

　
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期

大
学
は
世
界
最
大
の
歯
科
大

学
で
あ
る
日
本
歯
科
大
学
を

母
体
と
し
、
１
９
８
３
年
に

附
属
新
潟
専
門
学
校
と
し
て

開
校
、
そ
の
４
年
後
に
短
期

大
学
に
昇
格
し
た
。
先
月
34

回
目
の
卒
業
式
を
お
え
、
総

数
１
８
１
０
名
の
歯
科
衛
生

士
を
輩
出
し
た
。

　

歯
科
衛
生
士
の
主
な
仕
事

に
は
歯
科
予
防
処
置
、
歯
科

診
療
補
助
、
歯
科
保
健
指
導

の
三
つ
が
あ
る
。
歯
科
予
防

処
置
と
は
患
者
さ
ん
の
歯
石

新入生代表から学長に宣誓書が手渡された

歯科衛生士の役割を説く五十嵐学長（新潟短大）

新入生に訓辞を述べる奈良学長

力強く宣誓する新入生代表（東京短大）

を
除
去
し
て
か
ら
、
と
い
う

日
々
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
し
か
し
今
は
複
数
の
齲

蝕
や
プ
レ
ー
ト
状
の
歯
石
と

の
出
会
い
は
大
変
珍
し
い
。

そ
れ
だ
け
わ
が
国
に
お
け
る

や
歯
垢
を
除
去
し
た
り
、
齲

蝕
予
防
の
た
め
に
歯
に
薬
剤

の
塗
布
な
ど
を
行
う
。
こ
の

よ
う
な
処
置
は
口
の
中
を
清

潔
に
保
つ
だ
け
で
は
な
く
、

肺
炎
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な

ど
全
身
の
病
気
の
予
防
に
も

役
立
つ
。

　

歯
科
診
療
補
助
は
歯
科
医

師
が
診
療
を
よ
り
円
滑
に
行

え
る
よ
う
に
手
助
け
を
す

る
。
具
体
的
に
は
器
械
の
準

備
と
管
理
、
器
具
の
受
け
渡

し
な
ど
を
行
う
。
歯
科
保
健

指
導
と
は
、
口
と
体
の
健
康

を
推
進
・
維
持
し
て
い
く
た

め
に
患
者
さ
ん
に
歯
の
健
康

の
大
切
や
歯
み
が
き
、
食
生

活
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
三
つ
に
加

え
、
近
年
の
超
高
齢
化
に
伴

い
、
高
齢
の
方
の
食
事
に
関

し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
高
齢

に
な
る
に
つ
れ
食
物
を
噛
む

力
、
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な

り
が
ち
だ
。
口
腔
内
に
食
物

が
残
る
た
め
不
潔
に
な
り
、

さ
ら
に
は
飲
み
込
む
力
が
弱

く
な
る
た
め
肺
炎
の
危
険
性

も
高
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な

状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防

し
、
弱
く
な
っ
た
力
を
回
復

す
る
た
め
に
口
腔
内
の
動
き

を
円
滑
に
す
る
処
置
が
必
要

に
な
る
。
こ
の
口
腔
ケ
ア
に

よ
っ
て
口
の
中
の
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
口
腔
内
だ
け
で

は
な
く
、
体
全
体
の
環
境
を

保
つ
こ
と
に
な
る
。
実
際
、

日
本
歯
科
大
学
新
潟
病
院
に

は
訪
問
歯
科
口
腔
ケ
ア
科
が

あ
り
、
歯
科
衛
生
士
も
加

わ
っ
て
訪
問
歯
科
診
療
を
行

い
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。

医
科
病
院
で
は
高
齢
の
入
院

短
期
大
学
学
長
訓
辞

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
含
め
た
口

腔
ケ
ア
の
意
識
は
向
上
し
、

お
口
の
健
康
は
自
分
で
守
っ

て
い
こ
う
、
と
い
う
気
構
え

が
国
民
の
中
に
浸
透
し
て
い

る
。

　

５
月
１
日
か
ら
新
元
号

「
令
和
」
と
な
り
、
歯
科
技

工
学
科
、
歯
科
衛
生
学
科
、

専
攻
科
の
み
な
さ
ん
は
正
に

新
し
い
時
代
の
中
に
一
歩
を

踏
み
出
す
。

　

政
府
の
統
計
に
よ
る
と
、

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
と
な
っ
て
国
民
の
お
よ
そ

五
分
の
一
を
占
め
、
65
歳
以

上
の
人
々
が
人
口
の
約
三
分

の
一
と
な
る
。
高
齢
者
が
占

め
る
割
合
が
多
い
社
会
構
造

に
な
る
と
、
口
腔
疾
患
の
変

化
の
み
な
ら
ず
、
躰
全
体
の

老
い
も
進
み
、
日
本
全
国
の

歯
科
医
師
、
医
師
の
一
人
一

人
が
担
当
す
る
患
者
さ
ん
の

数
は
理
論
上
増
加
す
る
。
同

時
に
医
療
費
も
増
え
、
社
会

保
険
医
療
に
も
変
化
が
生
じ

て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な

時
の
流
れ
の
変
化
が
、
諸
君

の
両
肩
に
ズ
シ
リ
と
か
ぶ
っ

て
く
る
。

　

視
点
を
変
え
て
み
る
。
来

年
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
。
55
年
前
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
と
き
、
私
は

小
学
校
３
年
生
の
ハ
ナ
タ
レ

小
僧
だ
っ
た
。
来
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
み
な

さ
ん
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
わ

が
国
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
は

な
く
、
海
外
の
人
々
へ
の
歯

科
医
療
を
担
い
、
活
躍
の
場

は
世
界
へ
と
拡
が
っ
て
い
る
。

　

特
に
歯
科
技
工
学
科
の
み

な
さ
ん
は
基
本
的
ス
キ
ル
と

匠
の
技
で
、
自
然
感
に
溢

れ
、
発
音
や
咀
嚼
な
ど
の
機

能
を
つ
か
さ
ど
る
「
生
き
た

技
工
物
」
を
患
者
さ
ん
に
提

供
で
き
る
唯
一
の
人
材
で
あ

る
。
今
ま
で
最
初
か
ら
最

後
ま
で
、
手
で
丹
念
に
仕
上

げ
て
い
た
技
工
物
は
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
に
基
づ
く
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
制
御
機
器
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
如
何
に

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
も
う
と
も

最
後
の
確
認
と
仕
上
げ
は
ヒ

ト
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
。
諸
君
に
は
、
技
工
物
に

命
を
吹
き
込
む
担
い
手
を
め

ざ
し
成
長
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
歯
科
衛
生
学
科
に
入

学
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
高

齢
化
や
加
齢
に
伴
う
身
体
的

ハ
ン
デ
や
代
謝
性
疾
患
等
に

基
づ
く
多
様
な
病
態
を
示
す

患
者
さ
ん
と
日
々
接
す
る
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

患
者
さ
ん
に
優
し
く
寄
り
添

い
、
ま
た
家
族
の
方
々
の
助

け
に
な
る
、
的
確
な
医
学
的

対
応
と
温
か
い
心
を
兼
ね
備

え
た
担
い
手
を
め
ざ
し
、
こ

れ
か
ら
の
三
カ
年
を
歩
ん
で

ほ
し
い
。

　

専
攻
科
に
入
学
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
、
今
ま
で
学
ん
で

き
た
能
力
を
基
盤
に
、
世
界

に
通
用
す
る
次
世
代
歯
科
医

療
の
リ
ー
ダ
ー
的
担
い
手
と

し
て
の
研
鑚
を
積
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

�

（
４
月
５
日
）

患
者
さ
ん
に
対
し
て
口
腔
ケ

ア
を
行
い
、
全
身
状
態
の
改

善
を
図
っ
て
い
る
。

　

ほ
か
の
病
院
で
も
高
齢
の

患
者
さ
ん
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
に
歯
科
衛
生
士
を
配

置
す
る
病
院
が
増
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
歯
科
衛
生

士
の
業
務
は
さ
ら
に
広
く
な

り
、
よ
り
多
く
の
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
職
種
に
な
っ
た
。

そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に

こ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
。

　

歯
科
衛
生
士
は
国
家
資
格

な
の
で
、
国
家
試
験
に
合
格

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本

短
期
大
学
は
新
潟
生
命
歯
学

部
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

あ
る
。
短
大
の
教
職
員
の
ほ

か
に
も
生
命
歯
学
部
か
ら
の

協
力
も
あ
る
し
、
居
な
が
ら

に
し
て
病
院
実
習
を
行
う
こ

と
も
で
き
、
学
習
支
援
体
制

は
十
分
に
整
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
何
に
も
ま

し
て
一
番
重
要
な
こ
と
は
、

み
な
さ
ん
の
自
ら
学
ぶ
姿
勢

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
学
生

生
活
で
は
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

と
き
に
は
遠
慮
な
く
ス
タ
ッ

フ
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
こ

れ
か
ら
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
り
、
３
年
後
の
４
月
に

は
一
人
前
の
歯
科
衛
生
士
と

し
て
羽
ば
た
く
こ
と
を
お
祈

り
し
て
訓
辞
と
す
る
。

�

（
４
月
３
日
）

菊谷　武 日本歯科大学 教授／
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野田聖子（衆議院議員）

飯島勝矢（東京大学高齢社会総合研究機構）

才藤栄一（藤田医科大学医学部リハビリテーション医学Ⅰ講座）

菊谷　武（日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック）

食
べ
る
を
　

　
　
支
え
る

～地域リハビリテーションの今・未来～

　

９
月
６
・
７
日
の
両
日
、

新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
を
会

場
に
、
第
25
回
日
本
摂
食
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

会
学
術
大
会
が
開
催
さ
れ

る
。
大
会
長
は
、
本
学
口
腔

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
菊
谷
武

教
授
。

　

新
潟
で
の
開
催
は
４
回
目

と
な
る
が
、
今
回
の
第
25
回

学
術
大
会
で
は
、
大
会
長
講

演
「
食
べ
る
を
支
え
る
～
地

域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

今
・
未
来
」
を
は
じ
め
、
25

周
年
記
念
講
演
・
才
藤
栄
一

「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
誕
生
と
進
歩
」、

基
調
講
演
・
飯
島
勝
矢
「
国

家
戦
略
と
し
て
の
『
フ
レ
イ

ル
予
防
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
予
防
』、
教
育
講
演
11
題

の
ほ
か
、
一
般
講
演
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
９
月
７
日
の
土
曜
日

午
後
１
時
半
か
ら
、
野
田
聖

子
衆
議
院
議
員
を
講
師
に
招

き
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
・
新
潟
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

市
民
公
開
講
座
を
開
催
す

る
。
演
題
は
「
医
療
的
ケ
ア

児
と
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、
入
場
無

料
。

９
月  

新
潟
で
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
学
会



２０1９年（令和元年）５月３０日 　　　第６５８号

医の博物館の紹介記事が掲載された朝日新聞朝刊４月11日号（22面・第２新潟版）

　

２
０
１
９
年
度
日
本
歯
科

大
学
大
学
院
生
命
歯
学
研
究

科
入
学
生
10
名
、
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
入
学
生
８
名
は

次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

解
剖
学
Ⅰ
　
　

淺
田
奈
緒
美

解
剖
学
Ⅱ
　
　
　

齋
藤
敦
史

病
理
学
　
　
　

川
本
沙
也
華

歯
科
保
存
学
　

中
山
竣
太
郎

歯
科
補
綴
学
Ⅱ�

勝
沼
昌
太
郎

口
腔
外
科
学
　
　

小
栁
昌
央

　
　
　
　
　
　
　

宮
坂
彩
子

歯
科
矯
正
学
　
　

井
上
真
帆

歯
周
病
学
　
　
　

齊
藤
仁
志

大
学
院
入
学
生

接
着
歯
科
学
　
　

中
澤
美
和

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

口
腔
環
境
保
健
学

　
　
　
　
　
　
　

横
井
康
乃

硬
組
織
機
能
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　

宮
野
侑
子

　
　
　
　
　
　
　

上
津
豪
洋

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

　
　
　
　
　
　
　

平
井
　

悟

　
　
　
　
　
　
　

薄
井
成
子

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
早
織

放
射
線
定
量
診
断
学

　
　
　
　
　
　
　

外
島
寛
朗

歯
周
機
能
治
療
学

　
　
　
　
　
　

鈴
木
亮
太
朗

　
２
０
１
９
年
度
日
本
歯
科

大
学
生
命
歯
学
部
、
新
潟
生

命
歯
学
部
、
東
京
短
期
大

学
、
新
潟
短
期
大
学
の
学
年

主
任
は
次
の
通
り
（
カ
ッ
コ

内
数
字
は
学
年
、
下
段
は
副

主
任
）

〈
生
命
歯
学
部
〉

⑴
今
井
敏
夫
　
　

田
谷
雄
二

　
　
　
　
　
　
　

滑
川
初
枝

　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
ど
か

⑵
福
田
雅
臣
　
　

前
田
宗
宏

　
　
　
　
　
　
　

上
田
容
子

⑶
新
井
一
仁
　
　

土
持
　

宇

　
　
　
　
　
　
　

冨
山
希
美

学

年

主

任

⑷
砂
田
勝
久
　
　

岩
田
　

洋

　
　
　
　
　
　
　

安
田
麻
子

　
　
　
　
　
　
　

西
田
太
郎

⑸
北
村
和
夫
　
　

山
崎
孝
子

　
　
　
　
　
　
　

石
垣
佳
希

　
　
　
　
　
　
　

小
倉
　

晋

　
　
　
　
　
　
　

児
玉
実
穂

⑹
筒
井
健
夫
　
　

井
出
吉
昭

　
　
　
　
　
　
　

石
黒
一
美

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

⑴
廣
安
一
彦
　
　

田
中
聖
至

　
　
　
　
　
　
　

種
村
　

潔

⑵
永
田
和
裕
　
　

高
塩
智
子

⑶
佐
藤
義
英
　
　

新
井
恭
子

⑷
田
中
　

彰
　

北
島
佳
代
子

⑸
岡
田
康
男
　
　

長
谷
川
優

⑹
遠
藤
敏
哉
　
　

清
水
公
夫 　

　
　
　
　
　
　

両
角
祐
子

〈
東
京
短
期
大
学
〉

○

歯
科
技
工
学
科

⑴
雲
野
泰
史
　
　

富
田
　

淳

�

宇
都
宮
宏
充

⑵
小
泉
順
一
　
　

茂
原
宏
美

○

歯
科
衛
生
学
科

⑴
関
口
洋
子
　
　

浦
野
瑶
子

⑵
野
村
正
子
　
　

鈴
木
　

恵

⑶
池
田
亜
紀
子
　

小
倉
千
幸

○

専
攻
科
歯
科
技
工
学
専
攻
・

専
攻
科
総
合
技
工
学
専
攻

　

竹
井
利
香
　
　

佐
藤
文
裕

　

尾
﨑
順
男
　
　

横
山
和
良

○

専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専
攻

　

合
場
千
佳
子
　

市
川
順
子

〈
新
潟
短
期
大
学
〉

⑴
三
富
純
子
　
　

煤
賀
美
緒

⑵
佐
藤
治
美
　
　

筒
井
紀
子

⑶
佐
藤
律
子
　

菊
地
ひ
と
み

○

専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専

攻
・
専
攻
科
在
宅
歯
科
医
療

学
専
攻
・
専
攻
科
が
ん
関
連

治
療
学
専
攻

　

中
村
直
樹
　
　

土
田
智
子

博
士
（
医
学
）�

鈴
木
　
周
平

講
師
と
し
て
採
用
す
る
（
生

命
歯
学
部
外
科
学
講
座
・
日

本
大
学
医
学
部
卒
業
・
同
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
）

　

令
和
元
年
５
月
１
日
　

�

本
学

辞
　
　
令

新潟 ・ 医の博物館 ＮＨＫ、 朝日新聞で紹介される

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
で
放
映
◎

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
の
人
気
番
組
に
「
英
雄
た

ち
の
選
択
」
が
あ
る
。
３
月

21
日
の
放
送
で
は
、
江
戸
時

代
の
蘭
学
者
・
杉
田
玄
白
が

『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
と
出

版
を
決
断
し
た
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、
医
の
博
物
館
が
所
蔵

す
る
原
本
が
資
料
映
像
と
し

て
放
映
さ
れ
た
。

　

「
英
雄
た
ち
の
選
択
」で
は
、

『
解
体
新
書
』
や
オ
ラ
ン
ダ
語

版
原
本
、東
洋
医
学
の
人
体
内

景
図
な
ど
、
多
数
の
所
蔵
資

料
が
２
日
間
に
わ
た
り
撮
影

さ
れ
、博
物
館
副
館
長
の
佐
藤

利
英
准
教
授
が
解
説
し
た
。

　

ス
タ
ジ
オ
で
収
録
さ
れ
た

「
杉
田
玄
白
の
決
断
」で
は
、

歴
史
学
者
の
礒
田
道
史
氏
の

司
会
で
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者

の
鹿
島
茂
、
医
師
で
作
家
の

海
堂
尊
、
歴
史
学
者
の
岩
下

哲
典
の
各
氏
が
、
医
の
博
物

館
の
映
像
資
料
を
基
に
、

『
解
体
新
書
』
が
18
世
紀
以

降
の
日
本
の
文
化
と
科
学
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
語
り
合
っ
た
。

◎
朝
日
・
地
域
版
に
掲
載
◎

　

朝
日
新
聞
社
の
地
域
報
道

部
製
作
の
「
わ
が
ま
ち
お
宝

館
」
に
「
古
い
医
学
書
　

原

本
で
展
示
」
の
見
出
し
で
、

医
の
博
物
館
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

博
物
館
と
展
示
品
に
つ
い

て
紹
介
し
た
記
事
（
上
）

は
、
朝
日
新
聞
朝
刊
の
４

月
11
日
号
（
一
部
地
域
は
翌

週
）
の
東
北
、
関
東
甲
信

越
、
中
国
四
国
地
方
な
ど
の

都
県
地
域
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

◎
杉
田
玄
白
と
解
体
新
書
◎

　

杉
田
玄
白
と
前
野
良
沢

ら
が
中
心
と
な
り
、
ク
ル

ム
ス
が
著
し
た
ド
イ
ツ
語

解
剖
書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版

を
和
訳
し
て
、
安
永
３
年

（
１
７
７
４
）
に
『
解
体
新

書
』
の
書
名
で
刊
行
し
た
。

玄
白
ら
は
原
本
を
「
タ
ー
ヘ

ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」
と
通
称

し
た
が
、『
解
体
新
書
』
は

序
図
一
巻
、
本
文
四
巻
か
ら

な
る
和
装
本
。
同
書
が
公
刊

さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な

り
、
江
戸
時
代
の
わ
が
国
に

西
洋
の
近
代
科
学
が
伝
え
ら

れ
、
蘭
学
が
広
ま
っ
た
。

　

杉
田
玄
白
と
解
体
新
書
に

つ
い
て
、
現
在
は
小
学
校
６

年
生
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
後
学
期
の
社
会
の

時
間
で
学
習
す
る
。
原
本
と

な
っ
た
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ

ア
、
解
体
新
書
の
復
刻
本
、

現
代
語
訳
等
が
幾
つ
か
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
６
年

に
は
、
医
の
博
物
館
顧
問
・

蒲
原
宏
先
生
（
元
日
本
医
史

学
会
理
事
長
）
の
特
別
対
談

を
収
載
し
た
『
解
体
新
書

〈
復
刻
版
〉
』
が
西
村
書
店

か
ら
出
版
さ
れ
た
。

佐藤 巖教授（東京・解剖Ⅰ）最終記念講義

　

生
命
歯
学
部
解
剖
学
第
一

講
座
の
佐
藤
巖
教
授
の
最
終

記
念
講
義
が
、
５
月
16
日
午

後
６
時
よ
り
九
段
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
演
題
は
「
献
体

と
肉
眼
解
剖
学
の
展
望
」で
、

多
数
の
教
職
員
、大
学
院
生
、

学
生
、
関
係
者
等
が
聴
講
し

た
。
記
念
講
義
終
了
後
、
佐

藤
教
授
に
中
原
泉
学
長
よ
り

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
花
束

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

佐
藤
教
授
は
、
１
９
７
７

年
３
月
東
京
水
産
大
学
水
産

学
科
（
現
東
京
海
洋
大
学
）

卒
業
、
同
年
４
月
本
学
歯
学

部
解
剖
学
教
室
第
一
講
座
助

手
。
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

２
０
０
０
年
12
月
教
授
に
就

任
。
18
年
余
に
わ
た
り
解
剖

学
第
一
講
座
を
主
宰
し
、
生

命
歯
学
部
図
書
館
長
等
を
歴

任
し
た
。

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
学
会

12
月 

富
士
見
で
開
催

体
育
会
設
立
・
体
育
館
竣
工

50
周
年
を
祝
う

　
　
　
夜
の
地
震
に

近
隣
住
民
が
本
学
に
避
難

　

一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
学
会
第
22
回

学
術
大
会
が
、２
０
１
９
年
12

月
７
日（
土
）生
命
歯
学
部
富

士
見
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
健
康

増
進
の
た
め
の
口
腔
健
康
管

理
」
で
、
大
会
長
は
下
山
和

弘
本
学
客
員
教
授
（
東
京
医

科
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）、副

大
会
長
を
羽
村
章
教
授
（
生

命
歯
学
部
高
齢
者
歯
科
学
）、

準
備
委
員
長
を
小
川
智
久
准

教
授
（
附
属
病
院
総
合
診
療

科
）
が
務
め
る
。

　

同
学
会
は
１
９
９
８
年
に

鴨
井
久
一
本
学
名
誉
教
授
ら

に
よ
っ
て
「
歯
科
人
間
ド
ッ

ク
学
会
」
と
し
て
設
立
、
昨

年
６
月
に
創
設
20
周
年
を
機

に
「
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
ラ
ル
ヘ

ル
ス
学
会
」
と
改
称
し
た
。

　

体
育
会
が
設
立
さ
れ
て
50

年
と
、
飯
田
橋
駅
前
の
体
育

館
が
竣
工
50
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
４
月
20
日
（
土
）

午
後
６
時
か
ら
体
育
会
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
祝
賀
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
会
場
の
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン

ト�

「
悠
久
の
間
」
に
は
、

３
１
３
名
が
出
席
し
た
。

渡
會
助
教
（
新
潟
病
院
）

日
本
補
綴
歯
科
学
会
奨
励
論
文
賞

　

新
潟
病
院
総
合
診
療
科
の

渡
會
侑
子
（
わ
た
ら
い
・
ゆ

う
こ
）
助
教
は
、
２
０
１
９

年
５
月
10
日
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ

ン

セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
第
１
２
８

回
公
益
社
団
法

人
日
本
補
綴
歯

科
学
会
総
会
・

学
術
大
会
に
お

い
て
、
学
会
奨

励
論
文
賞
を
受

賞
し
た
。

　

受
賞
論
文
は

「Highly�
producible�

method�for�determination�
of�occlusal�vertical�
dimension:�relationship�

between�measurement�
of�lip�contact�position�
w
i
t
h
�
t
h
e
�
c
l
o
s
e
d�

mouth�
and�

area�
of�

upper�
prolabium

」
で
、

２
０
１
８
年
10
月
発
行
の�

「J�Prosthodont�Res.

」

に
掲
載
さ
れ
た
。

　

閉
口
時
口
唇
接
触
位
と
上

唇
赤
唇
部
の
面
積
か
ら
、
咬

合
高
径
を
決
定
す
る
咬
合
採

得
法
を
提
唱
し
、
従
来
の
下

顎
安
静
位
や
嚥
下
機
能
を
用

い
る
方
法
と
比
較
し
て
、
よ

り
機
能
的
で
再
現
性
が
高
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
、
臨
床
上
有
益
な
優
れ
た

論
文
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

佐
藤
教
授(

左)

に
記
念
品
を

手
渡
す
中
原
学
長

　

６
月
18
日
午
後
10
時
22
分

ご
ろ
、
山
形
県
沖
を
震
源
と

す
る
地
震
が
発
生
し
た
。
日

本
海
側
の
新
潟
県
村
上
市
で

は
震
度
６
強
を
観
測
し
、
新

潟
市
内
に
も
津
波
注
意
報
が

出
た
た
め
、
新
潟
生
命
歯
学

部
近
隣
の
住
民
約
60
名
が
本

学
に
避
難
し
た
。

新
潟

表彰楯を手にする渡會助教（左）

最前列左から三代冬彦病院長、中原泉学長、佐藤巖教授、
沼部幸博生命歯学部長、出席者全員で記念撮影




